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は
じ
め
に 

 

今
回
は
、「
織
田
文
庫
」
第
2
期
寄
贈
分
よ
り
作
家
・
宇
野
浩
二
差
出
の
書
簡
1

通
を
翻
刻
し
た
。
ま
た
前
回
に
続
き
、
大
阪
・
楞
厳
寺
で
行
わ
れ
た
、
織
田
作
之

助
葬
儀
に
お
け
る
杉
山
平
一
氏
と
小
野
十
三
郎
氏
の
弔
辞
の
翻
刻
を
あ
わ
せ
て
掲

載
す
る
。 

 

凡
例 

・
発
信
年
月
日
／
発
信
地
住
所
／
差
出
人
／
宛
名
人
（
そ
の
他
情
報
） 

・
促
音
、
濁
点
等
が
不
明
確
な
も
の
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
宜
修
正
し
た
。 

・
吹
出
し
等
に
よ
る
挿
入
は
文
内
の
正
し
い
位
置
に
記
載
し
、 

 
 

で
囲
ん
だ
。 

・
本
人
の
書
き
間
違
い
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
表
記
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、「
マ
マ
」

を
付
し
た
。
削
除
が
明
ら
か
な
も
の
は
記
載
し
な
か
っ
た
。 

・
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
言
葉
の
あ
と
に[  

]

で
記
載
し
た
。 

・
解
読
不
能
の
文
字
は
□
で
示
し
、
確
定
で
き
な
い
文
字
は
（
カ
）
を
傍
注
し
た
。 

 

一 

宇
野
浩
二
差
出
織
田
作
之
助
宛
書
簡
【
請
求
記
号
：
織
田
文
庫-

書
簡Ⅱ

-

59
】 

 

（
差
出
し
年
不
明
）
八
月
十
八
日
／
長
野
縣
東
筑
摩
郡
島
立
村
蛇
原 

岩
間
松
雄
方
よ

り
／
宇
野
浩
二
／
大
阪
府
南
河
内
郡
野
田
村
丈
六
／
織
田
作
之
助
宛
（
封
書 

小
山

書
店
版
原
稿
用
紙
20×

20 

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
両
面 

速
達 

四
十
銭
） 

  

こ
こ
に
移
り
ま
し
て
か
ら
も
う
一
と
月
半
ち
か
く
に
な
り
ま
す
か
、
新
聞
は
ハ
イ

タ
ツ
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
ラ
デ
ィ
オ
（
荷
風
流
）
註
１

は
下
の
う
ち
の
が
カ
ス
カ
に
聞
こ

ゑ
る
だ
け
で
す
か
ら
、
こ
ん
ど
の
大
事
件
を
昨
夜
（
七
月

マ

マ

十
七
日
午
後
八
時
頃
）
は

じ
め
て
知
り
ま
し
た
。 

◎
七
月
二
十
七
日
づ
け
の
お
手
紙
の
中
に
「
出
口
王
仁
三
郎

註
２

曰
く
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
云
々
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
王
仁
君
の
ヨ
ゲ
ン

が
年
月
日
を
ほ
と
ん
ど
云
ひ
当
て
ま
し
た
が
、
事
実
（
好
転
）
は
反
對
に
ち
か
い
で

す
ね
。 

◎
と
こ
ろ
で
、
い
つ
か
申
し
上
げ
ま
し
た
も
の
（
随
筆
風
の
小
説
あ
る
い
は
小
説
風

の
随
筆
）
を
「
新
文
学
」
註
３

の
た
め
に
書
か
う
と
い
よ
い
よ
思
ひ
た
ち
ま
し
た
が
、

河
原
カ
ン
マ
ン
居
士[

コ
ジ]

註
４

は
イ
ゼ
ン
と
し
て
、
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
云
っ
て
来

ま
せ
ん
の
で
、
河
原
居
士
に
つ
た
へ
る
前
に
、
い
つ
か
申
し
上
げ
ま
し
た
や
う
に
、

あ
な
た
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
数
日
間
ボ
ク
の
大
敵
の
ア
ツ
サ



二 

の
た
め
に
閉
口
し
て
ゐ
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
心
配
で
す
。
せ
め
て
、
夕
方
に
な
っ
て

涼
く
な
っ
て
か
ら
と
思
ひ
ま
す
が
、
こ
れ
も
大
敵
の
蚊
軍[

ブ
ン
グ
ン]

註
５

（
蟲
類
に

さ
さ
れ
る
と
非
常
な
負
ケ
性[

し
や
う]

）
が
せ
め
よ
せ
ま
す
の
で
、
こ
の
二
つ
の
た
め

に
、
二
の
足
を
ふ
ん
で
を
り
ま
す
。 

◎
し
か
し
、
い
づ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
書
い
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
河
原
カ

ン
マ
ン
居
士
に
〆
切
（
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
）
を
聞
い
て
や
る
つ
も
り
で
す
。（
「
新

文
学
」
の
六
月
号
が
大
阪
特
輯
で
、
七
月
号
が
創
作
特
輯
と
い
ふ
こ
と
も
、
河
原
さ

ん
で
な
く
、
あ
な
た
か
ら
御
教
示
さ
れ
る
く
ら
ゐ
で
す
か
ら
。 

 

◎
唯 

今
日
は
八
月
十
八
日
で
す
か
ら
、
六
月
号
、
七
月
号
と
ガ
イ
ネ
ン
が
ま
っ
た
く

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
ず
に
、 

書
き
上
げ
た
ら
、
送
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

※
表
・
欄
外 

行
外
（
カ
）

に
よ
っ
て
ウ
ラ
で
失
礼
い
た
し
ま
す 

 

◎
そ
れ
に
つ
い
て 

御
面
倒
で
す
が
、
河
原
さ
ん
に
お
あ
ひ
に
な
り
ま
し
た
ら
、
原

稿
つ
い
た
ら
、
つ
い
た
と
い
ふ
返
事
を
す
ぐ
速
達
で
出
し
、
原
稿
料
の
テ
ハ
ヒ
も
す

ぐ
す
る
よ
う
、
ゲ
ン
メ
イ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。=

先
月
（
七
月
）
十
一
日
に
カ
キ
ト
メ

ソ
ク
タ
ツ
で
送
っ
た
の
が
、
十
四
日
に
つ
い
た
、
と
半
月
ほ
ど
の
ち
に
通
知
し
、「
会

計
不
在
の
た
め
稿
料
は
月
末
ま
で
」
に
と
書
き
な
が
ら
、
月
末
か
ら
十
八
日
も
た
ち

ま
す
の
に
、
ま
だ
送
っ
て
き
ま
せ
ん
。 

◎
内
証
（
ナ
イ
シ
ョ
）
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
東
京
―
松
本
の
ヤ
ミ
ユ
ソ
ウ
の
た
め

に
（
話
を
（
カ
）

し
て
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
二
十
円
ぐ
ら
ゐ
（
こ
れ
は
僕
の
年
頃[

と

し
ご
ろ]=

広
津
註
６

、
佐
藤
註
７

、
そ
の
他
―
先
輩
、
北
原
（
カ
）
註
８

、
室
（
カ
）

生
註
９

そ
の

他
に
は
大
金
な
の
で
す
）
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
しマ

マ

ま
す
。 

◎
「
新
文
学
」
は
、
こ
ん
な
事
に
な
っ
て
も
、
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
せ
う
か
。=

こ
れ

も
御
聞
か
せ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。 

八
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
野
浩
二 

 
 
 

織
田
作
之
助
様 

 

十
日
く
ら
ひ
□
□
に
ま
ゐ
り
ま
す
の
で
（
こ
ん
か
い
）
よ
み
か
へ
し
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

マ

マ

 

  

【
註
】（
１
）
ラ
デ
ィ
オ
（
荷
風
流
）：
永
井
荷
風
が
『
濹
東
綺
譚
』
に
お
い
て
使
用

し
た
表
記
（
隣
家
の
ラ
デ
ィ
オ
） 

（
２
）
出
口
王
仁
三
郎
（
で
ぐ
ち
・
お
に
さ
ぶ

ろ
う
）：1

8
7

1
-1

9
4
8
 

大
本
教
の
教
主 

（
３
）「
新
文
学
」：
全
国
書
房
刊
行
の
文

芸
雑
誌 

（
４
）
河
原
カ
ン
マ
ン
居
士
（
コ
ジ
）：
河
原
義
夫
（
全
国
書
房
「
新
文
学
」

編
集
者
）。
カ
ン
マ
ン
は
緩
慢
、
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
の
ろ
い
と
い
う
意
味
、
居
士
（
コ

ジ
）
は
性
格
を
表
す
語
に
付
い
て
、
そ
の
よ
う
な
気
質
の
男
で
あ
る
こ
と
を
表
す
言



三 

葉
。 
（
５
）
蚊
軍
（
ブ
ン
グ
ン
）：
蚊
の
大
群 

（
６
）
広
津
：
広
津
和
郎
（
ひ
ろ

つ
・
か
ず
お
）1

8
9
1

-1
9
6

8
 

小
説
家
・
文
芸
評
論
家
・
翻
訳
家 

明
治
期
に
活
動

し
た
硯
友
社
の
小
説
家
・
広
津
柳
浪
の
子 

（
７
）
佐
藤
：
佐
藤
春
夫
（
さ
と
う
・

は
る
お
）1

8
9
2

-1
9

6
4
 

詩
人
・
作
家 

（
８
）
北
原
と
思
わ
れ
る
：
北
原
白
秋
（
き

た
は
ら
・
は
く
し
ゅ
う
）1

8
8

5
-1

9
4

2
 

詩
人
・
童
謡
作
家
・
歌
人 

（
９
）
室
生

と
思
わ
れ
る
：
室
生
犀
星
（
む
ろ
う
・
さ
い
せ
い
）1

8
8
9

-1
9

6
2
 

詩
人
・
小
説
家 

  

【
解
説
】 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
、
織
田
文
庫
第
2
期
寄
贈
分
に
含
ま
れ
る
織
田
作

之
助
宛
宇
野
浩
二
差
出
書
簡
の
内
、
昭
和
20
年
秋
か
ら
昭
和
21
年
初
春
に
わ
た
っ
て

送
ら
れ
た
3
通
を
こ
れ
ま
で
2
回
に
わ
た
っ
て
翻
刻
し
て
き
た
が
、
今
回
取
り
上
げ

た
の
は
そ
れ
に
先
立
つ
8
月
終
戦
の
時
期
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
1
通
で
あ

る
。 封

筒
の
消
印
か
ら
は
差
出
年
が
判
別
で
き
ず
、
目
録
で
は
「
昭
和[  

]

年
8
月
18
日
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
差
出
人
住
所
に
書
か
れ
た
「
長
野
縣
東
筑
摩
郡
島
立
村
蛇
原
（
じ

ゃ
ば
ら
）
」
か
ら
、
宇
野
が
長
野
県
に
疎
開
し
て
い
た
時
期
に
該
当
す
る
、
昭
和
20
年

に
書
か
れ
た
書
簡
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
宇
野
浩
二
全
集 

 

第
12
巻
』
収
録

の
年
譜
に
よ
る
と
、
宇
野
は
昭
和
20
年
、
息
子
・
守
道
の
勧
め
に
よ
り
、
長
野
県
に

疎
開
を
し
て
い
る
。
6
月
27
日
に
疎
開
の
為
に
東
京
を
出
発
し
、
翌
日
か
ら
5
日
間
、

松
本
在
住
の
北
沢
喜
代
治
宅
に
滞
在
。
7
月
4
日
か
ら
「
長
野
県
東
筑
摩
郡
島
立
村

蛇
原
（
じ
ゃ
ば
ら
）
の
百
姓
家
岩
間
松
雄
の
二
階
に
住
み
つ
い
た
」
と
あ
る
。『
宇
野

浩
二
書
簡
集
』
収
録
の
6
月
26
日
付
織
田
作
之
助
宛
の
書
簡
（
織
田
文
庫
第
1
期
書

簡
の
部
68
）
で
も
、
松
本
郊
外
へ
の
疎
開
先
の
住
所
と
し
て
本
住
所
を
通
知
し
て
い

る
。
宇
野
は
同
年
11
月
23
日
に
「
松
本
市
今
町
四
百
二
十
三
番
地
の
酒
屋
折
井
行
江

の
離
れ
屋
」
を
借
り
て
移
り
住
み
、
昭
和
23
年
に
こ
の
家
を
引
き
払
い
、
東
京
に
戻

る
ま
で
こ
の
地
に
暮
ら
し
た
。「
こ
こ
に
移
り
ま
し
て
か
ら
も
う
一
と
月
半
ち
か
く
」

と
い
う
冒
頭
文
か
ら
も
、
本
状
は
、
宇
野
が
蛇
原
に
居
住
し
た
五
ヶ
月
弱
の
時
期
に

送
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

本
状
の
中
で
「
七
月
二
十
七
日
づ
け
の
お
手
紙
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
織
田
か
ら

の
書
簡
は
現
時
点
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

宇
野
が
本
格
的
に
疎
開
準
備
を
始
め
た
6
月
末
か
ら
8
月
ま
で
の
書
簡
の
や
り

取
り
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

① 

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
六
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

7
3

／
織
田1

-6
8

） 

② 

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
七
日
頃
／
織
田
→
宇
野 

 

※
書
簡
③
で
宇
野
が
「
七
枚
ツ
ヅ
キ
」
書
簡
6
月
28
日
受
取
を
言
及
。
不
明
。 

③ 
昭
和
二
十
年
七
月
七
日
／
織
田
→
宇
野 

 
※
書
簡
⑤
で
宇
野
が
言
及
。 



四 

 
帰
宅
す
る
と
届
い
て
い
た
と
の
こ
と
。 

④ 

昭
和[
二
十]

年
七
月
十
一
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

7
5

／
織
田1

-7
0

） 

⑤ 

昭
和
二
十
年
七
月
十
四
日
（
十
六
日
消
印
）
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集

1
7

6

／
織
田1

-7
1

） 

⑥ 

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
五
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

7
7

／
織
田1

-7
2

） 

⑦ 

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
七
日
／
織
田
→
宇
野 

 

※
書
簡
⑩
及
び
本
状
（
書
簡
⑫
）
で
言
及
あ
る
が
不
明 

⑧ 

昭
和[

二
十]

年
七
月
二
十
九
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

7
8

／
織
田1

-7
3

） 

⑨ 

昭
和
二
十
年
八
月
四
日
／
宇
野
→
織
田 
（
織
田1

-7
4

） 

⑩ 

昭
和
二
十
年
八
月
五
日
（
九
日
投
函
）
／
織
田
→
宇
野 

 

※
書
簡
⑪
中
で
、
13
日
夕
方
に
到
着
と
言
及
が
あ
る
が
不
明 

⑪ 

昭
和[

二
十]

年
八
月
十
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

7
9

／
織
田1

-7
5

） 

⑫ 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

8
0

／
織
田1

-7
6

） 

⑬ 

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
／
宇
野
→
織
田 

※
本
状
（
織
田2

-5
9

） 

⑭ 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
／
織
田
→
宇
野 

 

※
書
簡
⑮
中
で
、
宇
野
が
書
簡
⑭
と
「
ユ
キ
チ
ガ
ヒ
に
な
っ
た
」
と
言
及
。
不
明
。 

⑮ 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
（
二
十
一
日
消
印
）
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

8
1

／
織
田1
-7

7

） 

⑯ 
[

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
四
日
（
二
十
五
日
消
印
）]

／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集

1
8

2

／
織
田1

-7
8

） 

⑰ 

昭
和[

二
十]

年
八
月
二
十
七
日
／
宇
野
→
織
田 

（
書
簡
集1

8
3

／
織
田1

-7
9

） 

・[  
]

は
推
定
、 

 
 

は
宇
野
の
書
簡
の
内
容
か
ら
推
定
し
た
織
田
差
出
書
簡 

・
書
簡
集
：『
宇
野
浩
二
書
簡
集
』、
番
号
：
書
簡
集
に
お
け
る
書
簡
番
号 

・
織
田
：
織
田
文
庫
、
受
入
時
期
‐
書
簡
番
号 

 

こ
の
時
期
、
全
国
書
房
の
雑
誌
『
新
文
学
』
に
関
わ
る
話
題
も
あ
り
、
宇
野
と
織

田
の
間
で
は
前
述
の
よ
う
に
相
当
の
頻
度
で
書
簡
が
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
。
互
い

の
返
事
が
行
き
違
い
に
な
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

本
状
の
内
容
は
、
疎
開
生
活
も
落
ち
着
き
、
終
戦
を
迎
え
た
頃
の
近
況
報
告
と
、

『
新
文
学
』
創
刊
の
進
捗
へ
の
苦
慮
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
か
ら
離
れ
た
場
所

で
、「
新
聞
は
ハ
イ
タ
ツ
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
ラ
デ
ィ
オ
（
荷
風
流
）
は
下
の
う
ち
の
が

カ
ス
カ
に
聞
こ
ゑ
る
だ
け
」で
情
報
か
ら
隔
離
さ
れ
お
り
、終
戦
と
い
う
大
事
件
を
17

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
知
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
ラ
ジ
オ
嫌
い
で
、
近
隣
か

ら
聞
こ
え
る
ラ
ジ
オ
の
音
に
怒
っ
て
い
た
永
井
荷
風
を
揶
揄
し
て
敢
え
て
「
ラ
デ
ィ

オ
（
荷
風
流
）」
と
表
記
す
る
な
ど
、
郊
外
で
の
生
活
に
も
そ
れ
な
り
に
慣
れ
て
き
た

様
子
も
伝
わ
る
。
織
田
か
ら
の
「
七
月
二
十
七
日
づ
け
の
お
手
紙
」
に
書
か
れ
て
い

た
と
い
う
出
口
王
仁
三
郎
の
予
言
に
つ
い
て
は
、『
定
本
織
田
作
之
助
全
集
第
8
巻
』

の
雑
稿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
「
終
戦
前
後
」
に
、「
昭
和
二
十
年
の
八
月
二

十
日
に
は
、
世
界
に
大
変
動
が
来
る
。
こ
の
変
動
は
日
本
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
事



五 

件
と
な
る
」
と
の
予
言
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
織
田
が
「
予
言
狂
」

と
称
し
た
出
口
王
仁
三
郎
の
言
葉
が
終
戦
直
前
の
民
衆
の
間
で
、
一
つ
の
希
望
の
よ

う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
当
時
の
空
気
感
が
う
か
が
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
宇
野
は
8
月
24
日
付
の
書
簡
内
で
、
8
月
20
日
付
の
書
簡
に
、
自
分
も
「
出

口
王
仁
三
郎
」
に
つ
い
て
一
言
書
い
た
と
記
述
し
て
い
る
が
、
書
い
て
い
る
様
子
は

な
い
。『
新
文
学
』
に
つ
い
て
は
、
毎
回
書
簡
の
中
で
、
刊
行
へ
の
進
捗
や
編
集
者
た

ち
の
熱
意
へ
の
不
信
な
ど
を
書
き
綴
っ
て
い
る
が
、
本
状
は
、『
新
文
学
』
に
触
れ
て

い
る
あ
た
り
か
ら
、
前
半
の
近
況
の
部
分
に
比
べ
て
徐
々
に
筆
致
が
激
し
く
な
っ
て

お
り
、
当
時
の
宇
野
の
焦
燥
や
怒
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

【
調
査
に
使
用
し
た
資
料
】 

・
増
田
周
子
編
『
宇
野
浩
二
書
簡
集
』
（
和
泉
書
院 

2
0
0
0

） 

・
宇
野
浩
二
著
『
宇
野
浩
二
全
集 

 

第
12
巻
』
（
中
央
公
論
社 

1
9

6
9

） 

・『
定
本
織
田
作
之
助
全
集
第
8
巻
』
（
文
泉
堂
書
店 

1
9

7
8

） 

・
大
谷
晃
一
著
『
織
田
作
之
助
：
生
き
、
愛
し
、
書
い
た
。(

作
家
論
叢
書)

』 

（
沖
積
舎 

1
9

9
8

.7

） 

     

                           

織田作之助宛書簡（宇野浩二差出 

8 月 18 日） 
【織田文庫-書簡Ⅱ-59】 



六 

二 
（
番
外
一
）
弔
辞 

杉
山
平
一
【
請
求
記
号
：
織
田
文
庫-

そ
の
他Ⅱ

-

9
】 

  

弔 
 

辞 

昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
三
日 

 
 
 

杉
山
平
一 

謹
ん
で
織
田
作
之
助
君
の
霊
に
告
別
の
言
葉
を
お
く
る 

僕
等
が
初
め
て
逢
つ
た
の
は
、
あ
れ
は
昭
和
七
年
の
頃
、
大
阪
劇
場
註
１

の
前
で
中
谷

註
２

が
一
緒
だ
つ
た
。
君
は
三
髙
註
３

の
生
徒
で
、
東
京
の
佛
文
註
４

へ
行
く
と
い
つ
て
い

た
。 

僕
は
東
京
へ
行
つ
て
待
つ
た
が
、
君
は
仲
々
来
ず
、
や
が
て
い
く
ら
か
の
貯
金
を
持

つ
て
や
つ
て
来
た
。
学
校
を
よ
し
て
、
文
学
へ
背
水
の
陣
を
君
は
し
い
た
の
だ
つ
た
。

そ
れ
か
ら
僕
等
は
同
人
雑
誌
註
５

を
し
に
、
エ
ル
マ
ア
ナ
ア
註
６

で
美
少
年
の
白
崎
註
７

や
太
田
道
夫
や
青
山
註
８

や
吉
井
註
９

や
瀬
川
註
10

と
椅
子
に
か
け
て
ゐ
た
あ
の
頃
、
ペ

リ
カ
ン
註
11

の
親
父
が
ポ
オ
の
詩
を
訳
し
、
背
の
た
か
い
そ
の
妹
が
き
れ
い
な
詩
を
書

い
て
ゐ
た
頃
、
君
は
劇
作
を
書
き
、
や
が
て
小
説
を
か
い
た
。
そ
の
「
俗
臭
」
と
武

田
麟
太
郎
氏
註
12

が
ほ
め
た
と
、
そ
れ
は
僕
等
み
ん
な
の
喜
び
だ
つ
た
。
そ
し
て
芥
川

賞
の
候
補
の
活
字
を
見
た
時
ど
ん
な
に
う
れ
し
く
、
君
に
葉
書
を
し
た
か
、
そ
し
て

文
芸
推
薦
に
な
つ
た
と
き
の
寫
眞
が
可
笑
し
い
と
い
つ
て
み
ん
な
にマ

マ

ざ
け
た
も
の
だ
。 

夫
婦
善
哉
を
く
さ
し
た
批
評
が
大
学
新
聞
に
出
て
気
に
し
て
ゐ
た
き
み
、
あ
れ
か
ら

と
つ
ち
ゃ
ん
小
僧
か
ら
公
表
に
追
は
れ
て
、
君
は
ど
ん
〳
〵
成
長
し
た
。
大
阪
文
学

に
僕
ら
を
あ
つ
め
、
戰
爭
に
行
っ
て
ゐ
た
中
谷
の
小
説
「
湖
南
戰
線
」
註
13

を
走
り
廻

つ
て
本
に
し
た
り
、
瀬
川
の
小
説
が
映
画
に
な
り
そ
さマ

マ

う
だ
と
い
つ
て
は
、
我
が
事

の
様
に
喜
び
、
死
ん
だ
白
崎
の
為
に
君
は
心
か
ら
泣
い
た
。
君
の
「
動
物
集
」
を
正

宗
白
鳥
氏
註
14

が
ほ
め
て
ゐ
た
の
が
、
僕
等
と
ん
な
に
う
れ
し
か
つ
た
か
、
僕
等
織
田

作
之
助
論
を
書
い
た
が
、
君
は
す
ぐ
そ
れ
を
越
へ
て
成
長
し
た
。
君
は
「
二
十
才
」

を
出
し
「
五
代
友
厚
」
を
書
き
、
講
演
も
や
り
、「
わ
が
町
」
や
「
清
流
」
を
出
し
た
。

其
れ
を
川
島
君
註
15

が
監
督
し
て
映
画
に
し
た
。
其
の
頃
君
は
奥
さ
ん
を
亡
く
し
、
此

の
映
画
を
奥
さ
ん
に
見
せ
得
な
か
っ
た
と
い
つ
て
、
君
は
か
な
し
が
つ
た
。
ラ
ヂ
オ

ド
ラ
マ
を
書
き
、
日
本
一
の
ラ
ヂ
オ
作
家
だ
と
僕
等
に
自
慢
し
て
ゐ
た
の
に
、
そ
れ

を
き
く
奥
さ
ん
は
ゐ
な
か
つ
た
。
君
は
か
な
し
み
を
ま
ぎ
ら
す
様
に
や
け
に
仕
事
を

し
た
。
そ
し
て
え
ら
く
成
つ
て
行
つ
た
。
君
は
手
紙
を
書
い
て
寄
こ
し
た
。「
世
相
」

を
三
好
達
治
氏
註
16

が
ほ
め
た
と
吉
村
さ
ん
註
17

に
き
い
た
と
「
土
曜
夫
人
」
は
本
當

に
一
生
懸
命
に
書
い
て
ゐ
る
と
、
そ
し
て
京
都
に
家
を
買
つ
た
か
ら
移
つ
た
ら
昔
の

様
に
一
緒
に
會
は
う
と
。
そ
う
云
つ
て
来
た
の
に
、
其
れ
が
最
後
と
は
思
は
な
か
つ

た
。
僕
等
健
康
を
心
配
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
云
ふ
と
君
が
余
り
淋
し
さ
う
な

顔
を
す
る
の
で
僕
等
言
へ
な
か
つ
た
。
僕
は
北
国
の
田
舎
に
ゐ
て
新
聞
で
き
み
の
死

を
知
つ
た
。
新
聞
の
切
抜
を
胸
に
し
ま
つ
て
、
数
日
仕
事
が
手
に
つ
か
な
か
つ
た
。

戰
地
か
ら
仲
間
は
帰
つ
て
き
た
の
に
、
大
阪
の
町
は
も
と
の
様
に
も
つ
て

マ

マ

き
た
の
に
、

君
は
も
う
帰
ら
な
い
。
君
の
愉
快
な
お
し
ゃ
べ
り
や
、
突
拍
子
も
な
い
思
ひ
付
き
、



七 

僕
等
の
希
望
で
あ
つ
た
君
を
失
つ
て
、
僕
等
ど
う
生
き
て
行
け
ば
い
ゝ
の
か
。
酷
薄

の
こ
の
冬
の
季
節
に
も
う
逢
へ
な
い
君
を
想
つ
て
な
ん
と
言
ふ
淋
し
さ
だ
ら
う
。
頭

を
垂
れ
て
、
た
ゞ
君
の
安
ら
か
な
睡
り
を
祈
る 

織
田
君 

さ
よ
う
な
ら 

 
友
人
總
代 

 

杉
山
平
一 

 

   

三 

（
番
外
二
）
弔
辞 

小
野
十
三
郎
【
請
求
記
号
：
織
田
文
庫-

そ
の
他Ⅱ

-

12
】 

  

弔 
 

辞 

小
野
十
三
郎 

 

弔
辞 

小
野
十
三
郎 

織
田
君 

君
は
死
ん
だ
が 

こ
れ
か
ら
日
本
の
小
説
は
面
白
く
な
る
か
ね 

日
本
の
作
家
の
中
で 

一
番
大
き
な
夢
と
計
画
を
持
っ
て
い
た
君
が
半
途
で
倒
れ
た
こ
と
を
僕
は
大
変
悲
し

い
と
思
う 

笑
わ
れ
そ
う
だ
が
僕
も
又
人
な
み
に 

君
に
か
す
に 

な
を 

い
く
ら
か

の
歳
月
を
と
思
わ
な
い
で
も
な
か
っ
た 

し
か
し
君
は
立
派
だ
つ
た
よ 

君
は
孤
独
で
君
の
死
は
少
し
早
す
ぎ
た
が 

死
の
時 

期
は
決
し
て
あ
や
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

さ
と
り
す
ま
し
た
作
家
や
詩
人
た
ち
の
五
十
年
六
十
年
の
隋マ

マ

勢
的
な
生
涯
ほ
ど 

君 

に
と
っ
て
魅
力
な
き
も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら 

文
学
の
貧
困
は
權
威
に
對
す
る
無
自
覚
な
傾
倒
か
ら
は
じ
ま
る
と
君
は
云
っ
た 

ま
た
今
日
の
作
家
は
生
活
の
總
決
算
は
書
く
が
生
活
の
可
能
性
は
書
か
ぬ
と
も 

云
っ
た
。
僕
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
長
く
い
つ
ま
で
も
記
憶
す
る
だ
ら
う 

織
田
君 

君
は
立
派
だ
っ
た 

俳
句
的
リ
ア
リ
ズ
ム
や
短
歌
的
リ
リ
シ
ズ
ム
の
残
黨
共
は 

相
も
変
ら
ず
君
の
背
後

で
悪
口
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
い
る
。
古
ぼ
け
た
詩
や
日
本
的
心
境
小
説
と
い
う
や

つ
も
ね
。 

し
か
し
君
は
勝
っ
た
の
だ
。 

君
の
死
は
少
し
早
す
ぎ
た
か 

そ
の
時
期
は
決
し
て
あ
や
ま
つ
て
い
な
か
つ
た
。
僕
も
又
君
に
な
ら
つ
て
詩
人
と
し

て
の
終
り
の
あ
や
ま
た
ざ
る
こ
と
を
願
を
う
。
作
家 

わ
が
友 

織
田
作
之
助 

 

三
十
代
の
溌
溂
た
り
し
青
春 



八 

君
の
霊
よ 

や
す
ら
か
に
眠
れ 

 
 
 
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
三
日
作 

  

【
註
】
（
１
）
大
阪
劇
場
：
か
つ
て
千
日
前
に
あ
っ
た
劇
場
。1

9
3

3
(

昭
和
8)

年
開

館
。
当
初
の
名
前
は
東
洋
劇
場 

（
２
）
中
谷
：
中
谷
栄
一
（
な
か
た
に
・
え
い

い
ち
） 

-2
0
0

9
 

作
家 

（
３
）
三
高
：
旧
制
第
三
高
等
学
校
（
京
都
大
学
教
養

部
の
前
身
） 

（
４
）
東
京
の
佛
文
：
東
京
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
研

究
室 

（
５
）
同
人
雑
誌
：
『
海
風
』
の
こ
と 

（
６
）
エ
ル
マ
ア
ナ
ア
：
「
エ
ル

マ
ー
ナ
」 

東
京
の
喫
茶
店 

（
７
）
白
崎
：
白
崎
礼
三
（
し
ら
さ
き
・
れ
い
ぞ

う
）1

9
1

4
-1

9
4

4
 

詩
人 

（
８
）
青
山
：
青
山
光
二
（
あ
お
や
ま
・
こ
う
じ
）

1
9

1
3

-2
0

0
8
 

小
説
家 

（
９
）
吉
井
：
吉
井
栄
治
（
よ
し
い
・
え
い
じ
）19

1
3

-1
9

9
0
 

の
ち
朝
日
新
聞
記
者 

第
23
回
直
木
賞
候
補 

 
(

10)

瀬
川
：
瀬
川
健
一
郎
（
せ

が
わ
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）
大
阪
毎
日
新
聞
記
者 

（
11
）
ペ
リ
カ
ン
：
「
ペ
リ
カ

ン
・
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
」 

東
大
前
落
第
横
丁
に
あ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン 

後
の
ペ
リ

カ
ン
書
房 

（
12
）
武
田
麟
太
郎
氏
：
武
田
麟
太
郎
（
た
け
だ
・
り
ん
た
ろ
う
）

1
9

0
4

-1
9

4
6
 

小
説
家 

（
13
）「
湖
南
戰
線
」：
中
谷
栄
一
著 

輝
文
館 

1
9

4
3
 

（
14
）
正
宗
白
鳥
氏
：
正
宗
白
鳥
（
ま
さ
む
ね
・
は
く
ち
ょ
う
）1

8
7

9
-1

9
6
2
 

小

説
家
・
劇
作
家
・
文
学
評
論
家 

（
15
）
川
島
君
：
川
島
雄
三
（
か
わ
し
ま
・
ゆ

う
ぞ
う
）1
9

1
8

-1
9

6
3
 

映
画
監
督 

（
16
）
三
好
達
治
氏
：
三
好
達
治
（
み
よ

し
・
た
つ
じ
）1

9
0

0
-1

9
6

4
 

詩
人
・
翻
訳
家
・
文
芸
評
論
家 

（
17
）
吉
村
さ

ん
：
吉
村
正
一
郎
（
よ
し
む
ら
・
し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）1

9
0

4
-1

9
7

7
 

フ
ラ
ン
ス

文
学
者
・
文
芸
評
論
家
・
翻
訳
家 

 

  

【
解
説
】 

昭
和
22
年
1
月
23
日
に
大
阪
市
内
、
楞
厳
寺
で
営
ま
れ
た
織
田
作
之
助
の
葬
儀
に

お
け
る
、
二
人
の
詩
人
、
杉
山
平
一
と
小
野
十
三
郎
に
よ
る
弔
辞
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
が
織
田
作
之
助
に
と
っ
て
大
切
な
文
学
仲
間
だ
っ
た
。 

 

杉
山
平
一
は
、
織
田
た
ち
三
高
文
芸
出
身
者
が
創
刊
し
た
同
人
誌
『
海
風
』
に
参

加
し
て
以
来
、
終
生
の
親
友
の
一
人
だ
っ
た
。
織
田
か
ら
杉
山
に
送
ら
れ
た
手
紙
も

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
弔
辞
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
そ
の
中
に

い
く
つ
か
書
か
れ
て
い
る
。
織
田
が
最
愛
の
妻
・
一
枝
を
亡
く
し
て
か
ら
半
年
ほ
ど

後
に
、
杉
山
も
我
が
子
を
亡
く
し
て
い
る
。
そ
の
頃
の
織
田
か
ら
の
書
簡
に
は
大
切

な
人
を
失
っ
た
悲
し
み
へ
の
共
感
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
杉
山
が
「
君
は
か

な
し
み
を
ま
ぎ
ら
す
様
に
や
け
に
仕
事
を
し
た
。
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
後
、
織

田
は
作
家
と
し
て
の
仕
事
に
没
入
し
て
い
っ
た
。
杉
山
は
、
三
好
達
治
ら
が
主
宰
し

て
い
た
同
人
誌
『
四
季
』
に
投
稿
、
の
ち
同
人
と
な
り
、
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
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い
く
。
織
田
文
庫
に
残
る
杉
山
か
ら
織
田
へ
の
昭
和
21
年
10
月
14
日
付
書
簡
（
織
田

文
庫
第
1
期
書
簡
の
部
192
）
で
は
、
三
好
達
治
が
織
田
を
ほ
め
て
い
る
と
杉
山
が
報

告
し
て
い
る
が
、
弔
辞
で
言
及
さ
れ
た
織
田
か
ら
の
最
後
の
手
紙
に
も
「「
世
相
」
の

話
術
、
三
好
達
治
が
ほ
め
て
く
れ
た
由
、
吉
村
正
一
郎
氏
に
き
き
ま
し
た
。」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
は
弔
辞
に
あ
る
と
お
り
、『
土
曜
婦
人
』
を
一
生
懸
命
書
い

て
い
る
こ
と
、『
海
風
』
を
再
建
し
た
い
こ
と
、
京
都
の
家
で
『
海
風
』
の
仲
間
と
会

い
た
い
こ
と
な
ど
、
将
来
へ
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
希
望
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
織
田

の
死
に
よ
っ
て
そ
の
夢
は
叶
わ
ず
に
終
わ
っ
た
。 

 

小
野
十
三
郎
は
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
詩
運
動
な
ど
に
入
り
、
独
自
の
詩
風
を
確
立
し

て
い
た
。
昭
和
10
年
に
全
国
の
ア
ナ
キ
ス
ト
一
斉
検
挙
が
あ
っ
た
際
に
は
、
阿
倍
野

署
に
留
置
さ
れ
た
が
、
12
月
処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和

16
年
に
『
海
風
』
な
ど
大
阪
七
同
人
誌
合
同
の
話
が
ま
と
ま
り
、
織
田
作
之
助
、
杉

山
平
一
ら
と
と
も
に
、
12
月
雑
誌
『
大
阪
文
学
』
を
創
刊
し
た
。
小
野
は
吉
本
興
業

の
文
芸
部
に
所
属
し
漫
才
作
家
・
秋
田
實
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
縁
か
ら
か
、

『
大
阪
文
学
』
は
、
秋
田
が
編
集
に
関
わ
る
漫
画
雑
誌
『
大
阪
パ
ッ
ク
』
を
発
行
し

て
い
る
輝
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
る
。
輝
文
館
に
は
織
田
の
先
輩
作
家
・
藤
沢
桓
夫
や

織
田
自
身
も
頻
繁
に
出
入
り
し
て
お
り
、
小
野
と
も
親
交
を
深
め
た
。
織
田
の
妻
・

一
枝
の
葬
儀
に
も
小
野
は
参
列
し
て
お
り
、
昭
和
19
年
8
月
10
日
の
織
田
の
日
記
に

「
会
葬
の
藤
澤
桓
夫
小
野
十
三
郎
の
両
氏
、
そ
ろ
っ
て
丸
坊
主
に
て
口
髭
を
生
や
し

給
う
。
お
か
し
。」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
わ
れ
も
ま
た
先
日
よ
り
丸
坊
主

ゆ
え
、
両
氏
の
驥
尾
に
附
し
て
頭
部
の
寂
寞
を
口
髭
に
て
補
う
こ
と
と
せ
ば
珍
妙
な

ら
ん
と
思
え
ど
、
相
談
す
る
相
手
今
は
亡
し
。」
と
織
田
ら
し
い
書
き
ぶ
り
で
妻
の
死

を
嘆
い
て
い
る
。
小
野
は
後
に
大
阪
文
学
学
校
を
創
設
し
、
校
長
を
務
め
た
。
現
在

も
大
阪
の
地
で
続
く
大
阪
文
学
学
校
は
、
田
辺
聖
子
、
朝
井
ま
か
て
等
多
く
の
人
気

作
家
を
輩
出
し
て
い
る
。 

杉
山
・
小
野
の
両
者
と
も
『
文
学
雑
誌
』
掲
載
の
「
故
織
田
作
之
助
追
悼
」
特
集

に
も
そ
れ
ぞ
れ
寄
稿
し
て
お
り
、
こ
の
弔
辞
の
内
容
を
さ
ら
に
深
め
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
抒
情
詩
人
・
杉
山
平
一
は
、
織
田
と
の
青
春
の
日
々
を
追
憶
し
、
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
詩
の
洗
礼
を
受
け
た
小
野
十
三
郎
は
、
織
田
の
文
学
に
つ
い
て
の
言
葉
を
想

い
、
そ
の
生
き
様
を
讃
え
た
。
織
田
作
之
助
に
関
わ
っ
た
二
人
の
詩
人
そ
れ
ぞ
れ
の

雰
囲
気
が
よ
く
表
れ
た
弔
辞
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

【
調
査
に
使
用
し
た
資
料
】 

・
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典 

第
2
巻 

人
名
』(

講
談
社 

1
9

7
7

.1
1

) 

・
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典 

第
5
巻 

新
聞
・
雑
誌
』(

講
談

社 
1
9

7
7

.1
1

) 

・
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
大
阪
近
代
文
学
事
典
編
集
委
員
会
編
『
大
阪
近
代
文

学
事
典 

(
和
泉
事
典
シ
リ
ー
ズ)

』(

和
泉
書
院 

2
0

0
5

.5
)



一 

○ 

・『
定
本
織
田
作
之
助
全
集
第
8
巻
』
（
文
泉
堂
書
店 

1
9

7
8

） 

・
『
近
代
作
家
追
悼
文
集
成 

31 

三
宅
雪
嶺 

武
田
麟
太
郎 

織
田
作
之
助 

幸
田
露

伴 

横
光
利
一
』（
ゆ
ま
に
書
房 

1
9

9
7

.1

） 

弔辞（小野十三郎） 
【織田文庫-その他Ⅱ-12】 

▼ 

弔辞（杉山平一） 
【織田文庫-その他Ⅱ-9】 

▼ 


